
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＭＴＥＸにおけるＯＤＦ解析 

 

 

 

 

 

 

 方位はｅｕｌｅｒ角度（φ１，Φ，φ２）を中心に全方向に広がりをもって存在すると考えると 

 方向により広がりが異なる事も考えられる。又、方位よっては個々の広がりも異なる事も予想される 

    ｅｕｌｅｒ角度｛０，４５，０｝－｛９０，４５，０｝の線上に半価幅の異なる方位を作成した。 

    １回目は、半価幅を５，１０，１５ｄｅｇとし、２回目は１０，１５，２０ｄｅｇで極点図を作成し 

 ＭＴＥＸでｃａｌｃＯＤＦ（ｐｆ）計算すると、すべての方位に関して半価幅５ｄｅｇで計算が 

    行われた。 

    ＥＢＳＤデータでは、データによって、５ｄｅｇ，１０ｄｅｇで計算されている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２０年１１月０５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 



概要 

 ＥＢＳＤ，ＸＲＤデータのＯＤＦ解析をＭＴＥＸで行うと、異常にＯＤＦ形状が歪められている事に 

   関して調査を行ないました。 

   調査の方法は、ＬａｂｏＴｅｘで半価幅の異なる方位を１０％としｒａｎｄｏｍを６０％とした 

   ＯＤＦを作成し、極点図をＥｘｐｏｒｔしＭＴＥＸで解析し動作を調べてみます。 

 

 

 

作成した極点図 

 

 

 



ＯＤＦ 

 

 

同一 VolumeFractionで半価幅の異なるプロファイルが表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸで解析（ODF図を LaboTexに合わせるため CWとします） 

 

 

 

ODF図をＥＸｐｏｒｔ 

 



 

半価幅が同一である。 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘに比べ、最大方位密度は低い。 

半価幅は同一であるが、最大方位密度は１：２：４に見える。 

 

 

 

 



ＭＴＥＸ５．１．１のｃａｌｃＯＤＦ．ｍファイル 

  

 

 この calcODF.mのどれかで動作している。 

 

 

 

内部的には、ｆｗｈｍ＝１０ｄｅｇで計算されている可能性があります。 

 

 

 

 

 



calcODF(pf) 

 

odf5=calcODF(pf,'halfwidth',5*degree) 

 

Odf10=calcODF(pf,'halfwidth',10*degree) 

 

 

odf15=calcODF(pf,'halfwidth',15*degree) 

 

odf1=calcODF(pf,'halfwidth',1*degree) 



 

odf2=calcODF(pf,'halfwidth',2*degree) 

 

Odf3=calcODF(pf,'halfwidth',3*degree) 

 

 

 

calcODF(pf)では 

 

では入力データの半化幅を変えた場合 



 

 

 

 

ＸＲＤの場合、入力データに関係なくすべての方位で半価幅を５ｄｅｇに固定して解析されている。 

 

 

 

 

 



ＥＢＳＤの場合 

halfwidth表示なし 

plot(odf,'contour') 

 

plot(odf,'contour','halfwidth',5*degree) 

 

 半価幅５ｄｅｇで計算される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

このＥＢＳＤデータは半価幅１０ｄｅｇで計算されている 


